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◆�

第
２
次
那
珂
市
総
合
計
画
策
定

　

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
が
平
成
29
年

度
で
期
間
満
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
か
ら
の
新
た
な
10
年
間
を
見
据

え
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
地
理
的
優
位
性
を
い

か
し
な
が
ら
、
本
市
が
持
つ
「
住
み
よ
さ
」

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
目
指
す

べ
き
市
の
将
来
像
を
「
人
と
地
域
が
輝
く

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち 

那
珂
」
と

定
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営

を
進
め
て
い
く
上
で
の
指
針
と
な
る
第
２

次
那
珂
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆�

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
常
陸
鴻
巣
駅
駐
輪
場
整
備

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
常
陸
鴻
巣
駅
駐
輪
場
の
整

備
が
完
了
し
、
２
月
か
ら
利
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

◆�「
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
」

　
　
　
　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
公
開

　

市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
を
電
子
版
地

図
に
よ
り
公
開
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
の
魅
力
や
道
路
の
不
具
合

に
つ
い
て
「
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
応
援
団
」

や
自
治
会
の
か
た
が
た
に
投
稿
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
双
方
向
の
情
報
発
信
の
実

証
実
験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
住
み
よ

さ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
と
の
「
原

子
力
施
設
周
辺
の
安
全
確
保
及
び
環
境

保
全
に
関
す
る
協
定
」「
日
本
原
子
力

発
電
株
式
会
社
東
海
第
二
発
電
所
の
新

規
制
基
準
適
合
に
伴
う
稼
働
及
び
延
長

運
転
に
係
る
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
安

全
確
保
及
び
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結

　

３
月
29
日
、
原
子
力
発
電
所
施
設
周
辺

の
安
全
を
確
保
し
、
も
っ
て
地
域
住
民
の

健
康
を
守
り
、
さ
ら
に
は
地
域
の
生
活
環

境
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
安

全
協
定
の
一
部
改
正
と
新
規
制
基
準
適
合

に
係
る
安
全
協
定
書
を
、
県
と
本
市
を
含

む
周
辺
自
治
体
６
市
村
で
締
結
し
ま
し
た
。

◆�

株
式
会
社
茨
城
放
送
と
の
「
災
害
時
に
お

け
る
放
送
要
請
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　

３
月
29
日
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
市
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
他

の
放
送
に
優
先
し
て
臨
時
の
放
送
を
行
う

「
災
害
時
に
お
け
る
放
送
要
請
に
関
す
る

協
定
」
を
株
式
会
社
茨
城
放
送
と
締
結
し

ま
し
た
。

◆�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

３
月
10
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー

る
に
お
い
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
神
崎
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
市
民
活
動
団
体

６
団
体
の
事
例
発
表
の
後
、
茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
・
コ
モ
ン
ズ
の
大
野
覚
事
務
局

長
を
講
師
に
迎
え「
地
域
と
組
織
の
あ
り
方

を
見
直
そ
う
」と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
１
９
９
人
で
し
た
。

◆
額
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
完
成

　

額
田
幼
稚
園
跡
地
に
建
設
し
て
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
が
４
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
広
場
は
、
芝
生
の
手
入
れ
な
ど
定
期

的
な
管
理
が
必
要
に
な
る
た
め
、
額
田
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
管
理
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

◆
那
珂
聖
苑
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
導
入

　

２
月
27
日
、
タ
カ
ラ
ビ
ル
メ
ン
・
五
輪 

共
同
グ
ル
ー
プ
と
指
定
管
理
者
基
本
協
定

書
を
締
結
し
、
４
月
１
日
か
ら
那
珂
聖
苑

の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。

◆
八
重
桜
ま
つ
り
開
催

　

４
月
17
日
～
５
月
２
日
、
こ
の
春
に
大

型
遊
具
や
親
水
施
設
な
ど
を
整
備
し
た
静

峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
「
八
重
桜
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
来
園
者
は
約
３
万
８
０
０
０

人
で
し
た
。

　

併
せ
て
、
し
ど
り
の
里
を
休
憩
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業

　

市
公
共
下
水
道
事
業
未
計
画
地
区
を
含

め
た
今
後
の
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

３
月
末
に
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
よ
り

答
申
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に
工

事
が
完
了
し
た
額
田
地
区
、
後
台
地
区
、

戸
多
地
区
、
中
里
地
区
に
つ
い
て
は
、
４

月
1
日
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

第２回
定例会

行
政
概
要
報
告
（
抜
粋
）

議 会

　市長提出議案は報告７件、条例の一部改正６件、
平成 30 年度補正予算１件、その他２件の合計 16
件について審議され、全議案について可決されま
した。

６月８日～ 27 日の 20 日間の会期で開催
平成 30 年第２回那珂市議会定例会



広報なか７月号3

◆
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ「
那
珂
市
の
日
」開
催

　

３
月
28
日
、
水
戸
市
青
柳
公
園
市
民
体

育
館
に
お
い
て
、
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
の
試
合

が「
那
珂
市
の
日
」と
し
て
開
催
さ
れ
、
特

別
割
引
料
金
枠
と
し
て
市
内
在
住
・
在
学

の
か
た
１
２
４
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

試
合
前
に
は
、
市
内
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
少
年
団
の
前
座
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆「
こ
ど
も
図
書
館
ま
つ
り
」
開
催

　

４
月
28
日
～
29
日
の
２
日
間
、「
こ
ど

も
の
読
書
週
間
（
４
月
23
日
～
５
月
12

日
）」
に
合
わ
せ
、
市
立
図
書
館
で「
こ
ど

も
図
書
館
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

絵
本
作
家
の
石
崎
な
お
こ
先
生
を
は
じ

め
、
腹
話
術
師
の
春
風
ね
ば
り
さ
ん
、
児
童

サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
菅
谷
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
茨
城
女
子
短
期
大
学
学
生

の
協
力
の
も
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
お
は

な
し
会
、
朗
読
会
、
映
画
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
に
親

し
み
、そ
し
て
本
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆『
中
世
那
珂
台
地
の
川
と
道
』発
刊

　

３
月
末
、
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が『
中

世
那
珂
台
地
の
川
と
道
』を
発
刊
し
ま
し

た
。
那
珂
川
と
久
慈
川
に
挟
ま
れ
た
那
珂

台
地
は
水
運
と
陸
運
の
開
発
に
よ
り
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
中
世
に
焦

点
を
当
て
「
水
陸
交
通
の
広
が
り
」「
太

平
洋
と
製
塩
業
」と
章
立
て
を
し
た
上
で
、

地
図
や
写
真
・
図
版
を
用
い
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
編
さ
ん
し
た
も
の
で
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
生
涯
学
習
課
、
市

立
図
書
館
、
市
中
央
公
民
館
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

◆
消
防
業
務

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
や

学
校
な
ど
を
対
象
に
22
回
行
い
、
２
２
２
３

人
が
参
加
し
て
、
防
火
防
災
知
識
の
習
得
と

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
急
手
当
て
普
及
の
た
め
普
通

救
命
講
習
会
な
ど
を
９
回
行
い
、
４
９
９

人
が
修
了
し
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
５
月
31
日

現
在
で
３
件
、救
急
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、

同
日
現
在
で
５
４
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
出
水
期
を
控
え
、
水
防
体
制
の

強
化
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
５

月
26
日
に
常
陸
太
田
市
粟
原
地
先
久
慈
川
左

岸
河
川
敷
に
お
い
て
、
那
珂
市
・
常
陸
太
田

市
・
日
立
市
・
常
陸
大
宮
市
・
東
海
村
の
４

市
１
村
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
久
慈
川
水
系

連
合
水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

◆
東
日
本
大
震
災

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
空

間
放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
お
よ
び
県
内
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
木
し
い

た
け
を
除
い
た
す
べ
て
の
農
産
物
で
未
検

出
ま
た
は
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
出
荷
制

限
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
５
月
31
日
現

在
の
支
給
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
国
の
支
援
金

　

�

全
壊　

２
０
６
件

　

大
規
模
半
壊　

９
件

　

合
計　

２
１
５
件

　

総
額　

２
億
７
４
７
５
万
円

○
県
の
災
害
見
舞
金

　

半
壊　

１
７
９
件

　

総
額　

５
３
７
万
円

○
市
の
災
害
見
舞
金

　

住
家
の
全
壊　

46
件

　

住
家
の
半
壊　

２
４
２
件

　

非
住
家
の
半
壊
以
上　

２
７
８
件

　

合
計　

５
６
６
件

　

総
額　

１
９
４
８
万
円

　

ま
た
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、
10

件
で
１
９
３
０
万
円
で
す
。

　

平
成
30
年
６
月
８
日

　
　
　

那
珂
市
長　
　

海
野　
　

徹

市 長 提 出 議 案 全議案可決

◎報告
平成 29年度那珂市一般会計繰越明許費繰越計算書に
ついて／平成 29年度那珂市下水道事業特別会計繰越
明許費繰越計算書について／平成 29年度那珂市農業
集落排水整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書につ
いて／平成 29年度那珂市一般会計継続費繰越計算書
について／平成 29年度那珂市一般会計事故繰越し繰
越計算書について／平成 29年度那珂市水道事業会計
継続費繰越計算書について／（専決処分）損害賠償請
求に関する和解及び損害賠償の額の決定
◎条例の一部改正
（専決処分）那珂市税条例の一部を改正する条例／（専
決処分）那珂市都市計画税条例の一部を改正する条例
／（専決処分）那珂市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例／那珂市税条例等の一部を改正する条例／
那珂市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する
条例／那珂市税条例の一部を改正する条例
◎平成 30 年度補正予算
平成 30年度那珂市一般会計補正予算（第１号）
◎その他
物品売買契約の締結について／人権擁護委員の推薦に
ついて



ばら野
の

学園

第一中学校
菅谷西小学校
五台小学校

緑
りょくおう

桜学園

第三中学校
芳野小学校
木崎小学校

青
せいよう

遙学園

第二中学校
横堀小学校
額田小学校

白
しらとり

鳥学園

瓜連小学校
瓜連中学校

わかすぎ学園

第四中学校
菅谷小学校
菅谷東小学校

推進のための４つの柱目指す効果
那珂市の小中一貫教育那珂市の小中一貫教育

確かな学力の育成
豊かな心の育成

健やかな体の育成

自分らしい生き方や自立学力向上に向けた効果
生活規律や豊かな心を育む効果
教職員の資質向上に向けた効果

保護者や地域の協働関係を深める効果

　市の小中一貫教育は４年目を迎え、５つの学園がそれぞれの特色をいかしながら、さまざまな
取り組みを進めています。児童・生徒が協働で実施する交流活動や、共通の教材を活用した学び
の推進など、４つの柱が目指す力の向上に向け、日々実践しています。
　９年間の系統的な学びの実現に向けた、７つの取り組みについて紹介します。

那珂市が進める

小中一貫教育

那珂市の つの学園５

－未来を創造する子どもたちへ－
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１
特色

２
特色

６
特色

７
特色

７つの特色ある取り組み

保護者、地域に開いた取り組み ９年間の系統的な学習指導

　学園内の児童・生徒の
交流を通して、上級生へ
の憧
あこが

れや誇り、下級生へ
の思いやりなどの心を育
みます。

　学びのデザインにより、９年間の系統性・連続性
を明らかにし、児童・生徒の発達段階に即した指導
計画のもと授業を行っています。
　また、学校での学びと家庭での学びをつなぐため、

小中一貫教育の日 11 10月 日（土）

２31 16月年平成 日（土）小中一貫教育発表会

　各学園代表の児童・生
徒が、協働でテーマに
沿った内容を発表しま
す。

学習の手引きによ
り教科や家庭学習
のポイント、目安
となる家庭学習の
時間を学期ごとに
示しています。

３
特色 小学校高学年教科担任制による学習指導

　教科担任制による専門性
のもと、体験活動や操作
活動を大切にして、学習
しています。

　理科は、すべての
小学校で教科担任に
よる授業が行われて
います。

タブレットで
撮影した実験
結果を考察中

　小学校と中学校の先生が、それぞれ大切にしてい
る規律を持ち寄って、議論しながら学園の規律を設
定しています。

学習規律…学習の形態・ノートの取り方など
生活規律…あいさつの仕方・廊下の歩き方など

　那珂市いのちの教育資料集には「情報モラル教育」
「いじめ防止教育」「自殺予防教育」などの教育課題
に向けた資料やコラムが掲載されています。
　観点ごとに道徳と学級活動で活用しています。

健やかな心身の育成

９年間を見通した学習規律と生活規律

学校教育課指導室
☎２９８－１１１１（内線８２７７）

問い合わせ

４
特色
学園の特色をいかした小小連携・小中連携

　また、中学校の数学の
教員と小学校の教員によ
るチームティーチング授
業や中学校教員の乗り入
れ授業も行われています。

　学園内の小学校間でさ
まざまな交流活動が行わ
れています。

緑桜学園小小連携
「科学体験学習」中

本年度

本年度

５
特色

豊かな心の育成

　那珂市道徳郷土資料集
『ひまわり』には、市の名誉
市民４人の題材や市の民話
などが掲載されています。
　この資料集を活用した道
徳の授業を通して、豊かな
心の育成を目指します。
　また、異学年交流により、
社会性やリーダーシップの
育成を目指します。

広報なか７月号5



6

　１人で悩まず、お子さんの発達に不安・心配があるときは、

こども発達相談センター「すまいる」に気軽にお電話ください。

　相談にかかわる秘密は守ります。安心してご相談ください。

　無料でご利用できます。

急に予定を変えると
落ち着かない

なかなか歩か
なくて心配

周りの子より
話さなくて心配

落ち着きが
なくて大変

発音がはっきり
しなくて心配

「やらないでね」
と何度注意しても
やってしまう

子育てにお悩みのかたへ

こども発達相談センター「すまいる」
☎３５３－２０５５
※平日　午前８時 30分～午後５時

相談・問い合わせ

○市内在住で18歳未満のお子さんをもつ保護者
　（就学後に利用できるのは、電話相談のみ）

○�市内のお子さんを預かる幼稚園・保育所（園）
などの施設職員

�どんな人が利用できるの？

�こども発達相談センター「すまいる」はどこにあるの？

常陽
銀行

図
書
館

Ｊ
Ｒ
水
郡
線

小宅内科医院
約250ｍ

菅谷
幼稚園

ｲｵﾝ

ｶｽﾐ

ｶﾝｾｷ

菅谷保育所
消防署

警察署

こども発達相談センター
（総合保健福祉センター「ひだまり」内）

子育て支援
センター
つぼみG.S.

郵便局

上菅谷駅

一の関公園
那珂市役所

Ｎ
那珂 IC

四中

案 内 図

国
道
３
４
９
号
線
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　相談内容を詳しく伺い、

お子さんへのかかわり方を

一緒に考えていきます。

相談の流れ

電話相談 来所相談

必要に
応じて

相談内容に応じて教室や相談を紹介しています

おひさま教室

作業療法士による指導

（就園児対象）

　お子さんの発達に応じた課題に、指導員と
１組の親子で取り組む教室です。

　体の動きや手先の不器用さなどの相談・指
導を行います。

個別の教室

にこにこ教室

にこにこ教室のお部屋

（未就園児対象）

　親子で参加する遊びの
教室です。
　集団活動を通じて、
お子さんへのかかわり方
を一緒に考えていきます。

小集団の教室

ポーテージ相談

言語聴覚士による相談

　日常の子育ての中で、発達を促すかかわり
方などを一緒に考えていきます。

　言葉の遅れや発音などの相談ができます。

※�医師、心理相談員、福祉職員、市教育委員
会職員による相談も行っています

個別の相談

　市内の幼稚園、保育所

（園）などを巡回し、先生

からの相談に応じていま

す。また、その施設に通っ

ている保護者のかたの相

談にも応じています。

巡回発達相談

▲個別の教室で利用している部屋の一例

まずは

みんなで
楽しく遊んで
います！



神崎地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【神崎地区交流センター】

山田 義文 澤畑 榮一
横堀 1526－1（ふれあいセンターよこぼり内）

☎・FAX　270－8008

額田地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【額田地区交流センター】

成田 昭夫 船橋 利秋
額田南郷 31－2

☎・FAX　295－6110

菅谷地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【菅谷地区交流センター】

平野 道代
平野 　治 菅谷 2378－1

柏村 　勝 ☎ 295－7175　FAX　229－0832

五台地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【五台地区交流センター】

根本 良久 森島 好雄
後台 1491－43（ふれあいセンターごだい内）

☎ 353－2666　FAX　353－2667

戸多地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【戸多地区交流センター】

根本 文雄 関　 勝栄
戸 2297

☎・FAX　297－0877

芳野地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【芳野地区交流センター】

間宮   一

鈴木 一司
飯田 307－1（ふれあいセンターよしの内）

里口 邦夫

細谷 光広
☎ 295 － 2673　FAX　295 － 2819

檜山 公明

木崎地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【木崎地区交流センター】

海野 藤男 仲田 　精
門部 2899－1

☎・FAX　298－0767

瓜連地区まちづくり委員会
委員長 副委員長 拠点施設【瓜連地区交流センター】

飯田 士朗 赤川 　博
古徳 371（総合センターらぽーる内）

☎ 296－1134　FAX　296－3934

　地区まちづくり委員会は市内
８地区に設置されており、地区
内の自治会や市民活動団体など
で構成されています。
　地区まちづくり委員会では、
構成団体間の交流や情報交換、
地区内におけるまちづくりの共
通目標の設定や共通課題の解
決、地区内の行政要望の取りま
とめなどを行っています。

地区まちづくり委員会の正副委員長、
自治会の正副自治会長を紹介します

地区まちづくり委員会
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地区 自治会名 自治会長 副自治会長

神
崎

本米崎 海老澤 守 萩野谷 康男
向　山 小澤 一好 小田倉 正美
横　堀 田所 盛一 圷 広夫
堤 澤畑 榮一 澤畑 壽一
杉 瀬谷 正志 本田 道弘

額
田

額田第一 成田 俊幸 根本 一成
額田第二 和田 和昭 郡司 二次男
額田第三 菊池 寛 綿引 勝見
額田第四 武藤 明男 木名瀬 三好
額田第五 鈴木 富士雄 中島 英男
額田第六 宮﨑 洋一 松本 勝之

菅
谷

鷺　内 加藤 利行
加藤 昭
大森 頼健

東　組 平塚 友一
宮田 俊三
薄井 昭

寄　居 植田 貢 髙橋 勝美
仲之内 平野 保雄 赤津 和男
堀之内 磯﨑 芳信 萩野谷 孝
下宿下 横須賀 猛 後藤 忠則
下宿上 檜山 均 入江 洋

菅谷中宿 宮田 實
磯崎 光弘
中道 秀哉

上宿第１ 後藤 只男 大柴 正義
上宿第２ 椿 一則 飛田 和則
上宿第３ 南 洋一 藤 正文
一の関 卜部 一弘 生田目 和夫
原福田 高橋 正美 海野 貢
仲福田 小笠原 正裕 吉原 房夫
下福田 鈴木 和則 小國 重雄
かしま台 大窪 勝廣 萩谷 純郎
ときわ台 今川 茂則 長嶋 守夫

地区 自治会名 自治会長 副自治会長

五
台

野　仲 増子 眞次郎 山田 孝雄

上　宿 塩野 好文 根本 辰夫

後台中宿 井上 康夫 海野 孝一

田　向 増子 健一 木内 政弘

後台第三 久野 光一 大友 博

中台第一 森島 好雄 後藤 哲也

中台なみき 石井 信一 植田 孝二

中台津田 小野﨑 敏雄 後藤 芳文

東木倉 見川 泉 後藤 和一

西木倉 植田 純夫 植田 泰史

豊　喰 上田 隆夫 上金 良博

戸
多

下江戸 秋山 耕一 小貫 弘
大　内 根本 文雄 根本 隆
田　崎 阿久津 敏樹 鈴木 好一
立　石 小田部 好男 栁橋 守
宿 須藤 淳 檜山 幸一
若　宮 関 勝栄 小林 久雄
中谷原 小暮 一義 越路 順

芳
野

飯　田 鈴木 一司 鈴木 信廣
鴻　巣 里口 邦夫 高畑 啓治

旭 細谷 光広
大内 正雄
竹内 勝雄

戸　崎 檜山 公明 綿引 榮

木
崎

鹿　島 中崎 正弘 堀口 政則
白河内 仲田 精 綿引 文男
門部台 海野 藤男 大久保 賢一
門部圷 中井川 和 中井川 光弘
下河原 古谷 虎行 勝山 康男
北酒出 中村 一三 鈴木 英治
内　宿 池島 義昭 豊島 修次
新　宿 片岡 裕 寺門 忠男

瓜
連

静 先﨑 武 引田 克治
下大賀 飯田 士朗 寺門 久一
瓜連上 古目谷 富男 大内 弘之
瓜連中 綿引 秀榮 櫻井 勝巳
瓜連下 萩野谷 静子 海老根 正廣
古　徳 寺門 眞喜男 大部 市郎
中　里 安島 英典 小圷 光久
鹿　島 叶野 耕志 山﨑 常博
平野第１ 赤川 博 伊藤 弘行
平野第２ 庄司 眞一 目黒 嵩
平野第３ 松淵 慶信 君塚 雅人

　市内 69の自治会では、市民の最も身近な地域コ
ミュニティである班（組合）という単位を通じて、地
域の皆さんとの交流や親睦

ぼく

を深める活動、地域のさ
まざまな情報の回覧や広報紙の配布、防犯や環境美
化などの活動を行っています。
　自治会長は、地域の代表として皆さんからの行政
に対する要望を取りまとめるとともに、自治会役員
などと協力し、地域における課題の解決に取り組ん
でいます。また、自治会だけでは解決できない課題
について、行政と協議を行うなど、行政との重要な
パイプ役を担っています。

市民協働課市民活動グループ
☎２９８－１１１１
（内線２６４・２６５）

問い合わせ 　自治活動内容については、市ホームページ内に
ある市民自治組織掲示板をご覧ください。
 　http://www.city.naka.lg.jp/page/dir002097.html

自治会
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戸多地区の河川敷に公園を造成します！
　那珂西大橋下流の那珂川左岸河川敷を利用して、お祭りなどのイベントを開催したり、サッカーなどの屋外スポー
ツや水遊びができるなど、にぎわいの創生を目指し、多目的広場を備えた公園を作る計画が進んでいます。
　この事業は、那珂市戸多地域整備構想が、国土交通省事業の「かわまちづくり支援制度」に、平成29年３月、登録（承
認）されたものです。
　市では、国と協議を重ねながら、平成 33年度の竣工、34年度の供用開始に向けて事業を進めていきます。
　工事中はご不便をおかけしますが、皆さんのご理解ご協力をお願いします。

那珂西大橋
駐車場

管理用道路

ワンド※
親水護岸

多目的広場

船おろし場

水遊び場

桜堤

卍龍昌院

卍戸村観音文殊院

駐車場

【造成予定の施設】
○多目的広場　　○散策道路
○水遊び場　　　○親水護岸
○桜堤　　　　　○駐車場

※完成予想図のため、実際とは異なる場合があります
※ワンド：河川敷にできた池状の入り江
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「かわまちづくり支援制度」とは・・・
～良好なまち空間と水辺空間の形成～

　古くから人々の集いの場として、むら・まちなどの集落の形成に利用されてきた水辺空間を、国・市・
地区・団体などが一体となり協働で地域整備構想をまとめ、完成後の利活用や運営管理にそれぞれが積
極的に関わることで、当地域および隣接する周辺地域のにぎわいの創出と地域活動の活性化を図ります。
　国が基盤を造成し、市が表面を整え、必要な設備などを設置し、地区や団体などで憩いの場やにぎわ
いの場として利用したりすることで、地域の活性化につなげ、そこから地区内外の交流の場へと発展さ
せるものです。
　植栽などは、愛着のある場所を目指すため、イベントとして地区や団体の皆さんに参加していただき、
協働で施工することで、手作りでの整備を行う地区もあります。当地区でも芝張りや植栽などで皆さん
との協働作業を行う予定ですので、決まり次第お知らせします。
※詳しくは、国土交通省ホームページ「かわまちづくり」をご覧ください
　http://wwww.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/

【 位 置 図 】 【 スケジュール 】

○平成 30年　
	 7 月	 クリーン作戦
	 10 月	 工事着手（～ 3月）
	 11 月	 戸多まつり・かわまちカフェ
○平成 31年
	 7 月	 クリーン作戦
	 10 月	 工事（～ 3月）
	 11 月	 戸多まつり・かわまちカフェ
○平成 32年
	 ７月	 クリーン作戦
	 10 月	 工事（～ 3月）
	 11 月	 戸多まつり・かわまちカフェ
○平成 33年
	 ７月	 クリーン作戦
	 10 月	 工事（～ 3月）
	 11 月	 戸多まつり・かわまちカフェ
○平成 34年  
	 ４月	 供用開始

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

（
那
珂
総
合
公
園
内
）

☎
２
９
７
・
０
０
７
７

問　

い

合
わ
せ

那珂西大橋

那珂市
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　６月２～３日、西山研修所（常陸太田市）で市子

ども会育成連合会・青少年育成那珂市民会議主催

の「第 14 回親子の集い」が開催されました。

　はじめに体験した竹の水鉄砲作りは、暑かった

この日にぴったりだったようで、飛距離を勝負した

り、水を掛け合ったりと子どもたちは夢中に。続く

ウォークラリーでは、親子で協力して問題を解きな

がらゴールを目指し、自然いっぱいの道を駆け抜

けました。

　みんなで手作りしたナンカレーの味は格別で、

夜にはキャンプファイヤーを囲みながらさまざまな

ゲームで大盛り上がり。初夏の夜空に子どもたち

の笑い声がこだましていました。

親子の集い
＠西山研修所
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子ども会で楽しい思い出づくり！
　子ども会は、さまざまな体験活動を通して、

子どもたちが仲間たちとともに、たくましく成長

することを促すコミュニティです。

　自分たちの生まれ育つ地域で、子どもたち自

身の手で、ときには親子で協力しながら活動の

企画・準備・実施・評価をすることで、普段の

生活だけではなかなか得られない貴重な経験を

積むことができます。また、子どもの意外な一

面を発見するきかっけにもなります。

　親子の友だちづくりの場になる子ども会で、

一緒に楽しい思い出をつくりませんか？
生涯学習課社会教育グループ（瓜連支所）
☎２９８－１１１１（内線８２８４）

問い合わせ
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障
が
い
の
状
況
に
よ
り
手
当
を
支
給
し
ま
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
、
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

※�

手
当
に
は
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、

２
級
が
あ
り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い
の

程
度
は
下
表
の
と
お
り

※�

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、児
童
扶
養
手
当
・

児
童
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と
併
給
可

【
受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合
】

◆�

児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が
日

本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
場
合

◆�

児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

◆�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子
生
活

支
援
施
設
・
保
育
所
・
通
園
施
設
を
除
く
）

に
入
所
し
て
い
る
場
合

　

１
級　

５
万
１
７
０
０
円

　

２
級　

３
万
４
４
３
０
円

　

４
月
（
12
月
分
～
３
月
分
）

　

８
月
（
４
月
分
～
７
月
分
）

　

12
月
（
８
月
分
～
11
月
分
）　　

●
手
当
月
額（
児
童
１
人
当
た
り
）

●
支
給
月（
支
払
対
象
月
）

●
支
給
対
象
者

【
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
】

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以

上
の
在
宅
の
か
た

【
受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合
】

◆�

障
が
い
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◆�

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

●
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者

●
手
当
月
額

　

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
９
４
０
円

　

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
６
５
０
円

●
支
給
月（
支
払
対
象
月
）

　

２
月
（
11
月
分
～
１
月
分
）

　

５
月
（
２
月
分
～
４
月
分
）

　

８
月
（
５
月
分
～
７
月
分
）

　

11
月
（
８
月
分
～
10
月
分
）

　

申
請
場
所

　

市
役
所（
本
庁
）社
会
福
祉
課

　

必
要
書
類

○�

認
定
請
求
書

○�

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

○�

請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世

帯
全
員
の
住
民
票

○�

診
断
書（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）
（注）

○�

振
込
先
口
座
申
出
書（
請
求
者
名
義

の
口
座
）

○
通
帳（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

※�

認
定
請
求
書
、
診
断
書
な
ど
の
様
式

は
、
社
会
福
祉
課
で
取
得
で
き
ま
す

（注）�

次
の
場
合
は
、
手
帳
の
写
し
を
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
書
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

◆
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
の
場
合

◆
身
体
障
害
者
手
帳（
内
部
障
が
い
を

除
く
）の
等
級（
複
数
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
障
が
い
ご
と
の
等
級
）が

１
級
か
ら
お
お
む
ね
３
級
の
場
合

●
申
請
に
つ
い
て

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
、
所
定
の
限
度
額
を
超
え

て
い
る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●�

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　

該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お

む
ね
１
・
２
級
（
内
部
的
疾
患
含

む
）
程
度
に
該
当
す
る
か
た

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
程
度

の
知
的
障
が
い
で
あ
る
場
合
ま
た

は
同
程
度
の
精
神
障
が
い
が
あ
る

場
合

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お

む
ね
３
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）程

度
に
該
当
す
る
か
た

○�
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知

的
障
が
い
で
あ
る
場
合
ま
た
は
同

程
度
の
精
神
障
が
い
が
あ
る
場
合

※
障
が
い
の
程
度
は
お
お
む
ね
右
記
の
と

お
り
で
す
が
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
か
た

も
、
右
記
と
同
程
度（
国
民
年
金
の
障

が
い
等
級
に
お
け
る
１
・
２
級
と
同
じ
）

と
診
断
さ
れ
れ
ば
該
当
と
な
り
ま
す

※
障
が
い
が
重
複
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
が
い
程
度
を
総
合
的
に
確
認

し
、
手
当
の
等
級
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

身
体
の
機
能
障
が
い
、
病
状
ま
た
は
精

神
障
が
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
診
断

書
で
受
理
し
て
も
等
級
の
認
定
に
影
響

が
な
い
場
合
に
は
、
単
独
の
障
が
い
で

の
申
請
と
な
り
ま
す

14
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●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の

所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る
場
合

は
、手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
場
所

　

市
役
所
（
本
庁
）
社
会
福
祉
課

　

必
要
書
類

○
認
定
請
求
書

○
所
得
状
況
届

○�

診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の
様
式

が
あ
り
ま
す
）

○�

戸
籍
謄
本（
障
が
い
者（
児
）本
人
の
も
の
）

○�

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証
書
ま

た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

○�

口
座
振
替
依
頼
書
（
障
が
い
者
（
児
）
本

人
名
義
の
口
座
）

○�

通
帳（
障
が
い
者（
児
）本
人
名
義
の
も
の
）

※�

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課
で

取
得
で
き
ま
す

●
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
児
童

【
受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合
】

◆�

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◆�

障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
２
６
～
１
２
８
）

問
い
合
わ
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
情
報
連

携
の
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
た
た
め
、

課
税
証
明
書
な
ど
、
一
部
の
添
付
書
類

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て

い
る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
場
所　

　

市
役
所
（
本
庁
）
社
会
福
祉
課

　

必
要
書
類

○
認
定
申
請
書

○
状
況
書

○�

口
座
振
替
依
頼
書
（
請
求
者
本
人
名

義
の
口
座
）

※�

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉

課
で
取
得
で
き
ま
す

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
20
歳

未
満
の
在
宅
の
児
童
と
同
居
し
、
養
育

し
て
い
る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

◆�

身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
障
が
い
の
個

別
等
級
４
級

◆�

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ 

・
Ａ
・
Ｂ
程
度

の
知
的
障
が
い
ま
た
は
精
神
障
が
い

◆�

精
神
障
害
者
手
帳
４
級
か
つ
知
能
指

数
60
以
下
の
知
的
障
が
い
ま
た
は
同

程
度
の
精
神
障
が
い

●�

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

【�

在
宅
心
身
障
害
者（
児
）

福
祉
手
当
】

●
手
当
月
額
　

３
０
０
０
円

●
支
給
月（
支
払
対
象
月
）

　

４
月
（
12
月
分
～
３
月
分
）

　

８
月
（
４
月
分
～
７
月
分
）

　

12
月
（
８
月
分
～
11
月
分
）

●�

在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
以
上
の
在
宅
の
か
た
と
同
居
し
、
介
護

し
て
い
る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）

◆�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
で
か
つ
、

常
時
介
護
が
必
要
な
状
態
の
か
た

◆
療
育
手
帳  

Ⓐ 

・
Ａ
の
か
た

◆
要
介
護
度
４
・
５
の
か
た

所
得
状
況
届
・
現
況
調
査

表
の
提
出
が
必
要
で
す

○�

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
た（
支
給
停
止
の
か
た
も
含
む
）

は
、
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○�

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
手

当
を
受
給
し
て
い
る
か
た（
支
給
停

止
中
の
か
た
も
含
む
）は
、
現
況
調
査

表
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
８
月
分
以
降
１

年
間
の
手
当
支
給
の
可
否
が
決
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
か
ら
案

内
が
届
き
ま
し
た
ら
期
限
内
に
必
ず

ご
提
出
く
だ
さ
い

広報なか７月号15
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※

障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
は
、
障
が
い
者
就
労
施
設

で
就
労
す
る
障
が
い
者
や
在

宅
で
就
業
す
る
障
が
い
者
の

経
済
面
の
自
立
を
進
め
る
た

め
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

独
立
行
政
法
人
な
ど
の
公
的

機
関
が
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
調
達
す
る
際
、
障
が
い
者

就
労
施
設
な
ど
か
ら
優
先

的
・
積
極
的
に
購
入
す
る
こ

と
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
法
律
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
法
が
施
行
さ

れ
た
平
成
25
年
度
か
ら
目
標

額
を
設
定
し
、
障
が
い
者
就

労
施
設
か
ら
の
物
品
な
ど
の

調
達
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
目
標
額
は

１
９
０
万
円
で
し
た
が
、
実

績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
公
表
し
ま
す
。

※
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

　

�

国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の

調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律

　

障
が
い
者
就
労
施
設
で
働
く

障
が
い
者
の
平
成
28
年
度
の
県

平
均
工
賃
は
、
１
万
２
５
０
１

円
／
月
額
（
就
労
支
援
施
設
の

場
合
）
で
あ
り
、
障
が
い
者
が

日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
十
分

な
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で

は
、
平
成
30
年
度
の
調
達
目
標

額
を
、
２
７
０
万
円
と
し
、
障

が
い
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
の

物
品
な
ど
の
調
達
に
つ
い
て
、

更
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
定
め
る
基
本
方

針
で
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
自
ら
率
先
し
て
推
進
す

る
こ
と
を
呼
び
水
と
し
て
、
民

間
部
門
へ
も
取
り
組
み
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
所
な

ど
に
よ
る
ご
協
力
に
つ
い
て
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
６
～
１
２
８
）

問
い
合
わ
せ

那
珂
市
の
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す

■
平
成
29
年
度
実
績
：
目
標
額
１
９
０
万
円

課　名 内　　　容 実績額
（円） 障がい者就労施設 作業数量

（障がい者分）
秘書広聴課 チラシ印刷 40,500 hikarie 5,000 枚

総務課 弁当購入 72,400 なるみ園 144 個

防災課 封入封かん委託 59,972 オアシス 6,170 部

市民協働課 冊子印刷 469,800 水戸市身体障害者
就労支援施設のぞみ 600 部

環境課
花苗購入 19,350 なるみ園 150 株

花苗購入 3,870 えくぼ 30株

社会福祉課

封筒作成および印刷 251,856 ハートケアセンタ―ひたちなか 20,000 枚

封入封かん委託 76,910 オアシス 6,035 部

冊子印刷 79,920 ハートケアセンタ―ひたちなか 500 部

冊子印刷 223,000 水戸市身体障害者
就労支援施設のぞみ 300 部

こども課
（菅谷保育所） 除草作業 27,500 えくぼ 延 27.5h/16 回

こども課
（地域子育て支援

センター）

除草作業・枝切り・
防草シート張り 17,500 えくぼ 延 17.5h/31 人

除草作業・枝切り・
防草シート張り 5,000 みらい 延 2h/5 人

介護長寿課 冊子印刷 165,240 水戸市身体障害者
就労支援施設のぞみ 300 部

健康推進課 パン購入 48,600 サンファームなるみ 180 個

商工観光課
下江戸河川敷トイレ清掃 118,500 あおいとり 延 79回 /237 人

古徳沼トイレ清掃 114,000 みらい 延 76回 /455 人

建築課 市営住宅除草作業（静駅前） 29,997 ゴダイファクトリー 延 46h/16 人

生涯学習課
（国体推進室）

花苗購入 18,800 なるみ園 220 株

花苗購入 7,600 ライフワークサポートなか 78株

生涯学習課
（市立図書館） パンフレット印刷 124,200 hikarie 5,000 部

学校教育課 小学校・幼稚園除草作業（6か所） 691,533 みらい 延 103h/209 人

計 2,666,048 11 事業所

平
成
30
年
度
に
お
け
る

物
品
等
調
達
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。
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いきいき茨城ゆめ国体那珂市実行委員会事務局（生涯学習課
国体推進室内）（瓜連支所）
☎２９８－１１１１（内線８２８６～８２８９）

問い合わせ

会期　2019 年９月 28 日（土）～ 10 月８日（火）

市国体ホームページ

情報
発信中！

那珂市開催競技

2019 年６月 30 日（日）３Ｂ
体操

2019 年�９月 29 日（日）
　    ～ 10 月   ３日（木）

馬術

国体情報 !!
いばラッキー

の

　2019 年のいきいき茨城ゆめ国体では、那珂市で馬術競技が開催されます。
　競技の会場である県立水戸農業高等学校では、本大会に向けて大規模な改修工事が進められています。
　馬術競技では、競技場や観覧席だけでなく、練習場や厩

きゅうしゃ

舎など多くの施設が必要になります。
　今回は、会場の紹介をします。

①馬場馬術競技場　②障害飛越競技場　③観覧席　④練習場　⑤厩舎

競技場側の着工の様子

厩舎予定地

～馬のあれこれ～

現在の
乗馬センター

新設する競技場

①

③
② ④

　馬の家は厩舎といい、ワラや
おがくずが敷き詰められた部屋を
馬
ば ぼ う

房といいます。
　群れを成す習性のある馬は、１頭
になると不安になります。そのため、
部屋にはそれぞれ窓が付いてい
て、ほかの馬が見えるよう
になっています。

⑤
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那珂市消費生活センター
です

市消費生活センター　
☎２９８ー１１１１（内線１１８）

問い合わせは
い

　法務省の名称などを不当に使用した架空請求の相談が多く寄せられています。
　はがきには「民事訴訟」「給与等の差し押さえ」「最終告知」など不安をあおる
言葉が記載されており、文末に「必ずご本人様からご連絡いただきますように」
などと記載されています。
　はがきに記載されている取り下げなどのお問い合わせ窓口に連絡してきた人を
ターゲットに、執

しつ

拗
よう

に支払いを強要するのが手口と思われます。　

アドバイス
身に覚えがなければ連絡してはいけません。無視しましょう。
※�ただし「裁判所からの支払督促」や「少額訴訟の呼出状」などと記載されてい
る場合は、書類の真偽の判断が難しいので、放置せず、すぐに消費生活センター
や裁判所に相談することが重要です。請求された内容について不明な点があっ
たり不安な場合は、消費生活センターにご相談ください 消費者庁イラスト集より

消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用されていた
契約会社、もしくは運営会社側から契約不履行による民事
訴訟として、訴状が提出されました事をご通知致します。
管理番号（○）○○○　裁判取り下げ最終期日を経て訴訟
を開始させていただきます。
尚、このままご連絡なき場合は、原告側の主張が全面的に
受理され、執行官立会いの下、給与差し押さえ及び動産、
不動産の差し押さえを強制的に執行させていただきますの
で、裁判所執行官による執行証書の交付をご承諾いただき
ます様お願い致します。
裁判取り下げなどのご相談に関しましては、当局にて承っ
ておりますので、お気軽にお問い合わせください。
尚、書面での通達となりますので、プライバシー保護の為、
ご本人からご連絡いただきます様、お願い申し上げます。

※取り下げ最終期日　　平成３０年○月○○日

法務省管轄支局　民間訴訟告知センター
東京都千代田区霞ヶ関○丁目○番○号
取り下げ等のお問い合わせ窓口
☎０３－○○○○－○○○○（日、祝日を除く）
受付時間９：００～２０：００（日、祝日を除く）

何の料金か不明。

具体的な会社名が
書かれていない。

契約内容を明かさ
ない。

管理番号などで
本物のように見
せかけている。

訴訟を起こされ
た場合は「特別
送達」という封
書で届く。
はがきで届くこ
とはない。

詳細は問い合わ
せないとわから
ない。

期間を定めて、
慌てさせる。

公的機関からの
通知と思わせる。 信用させるため

に、最近は固定
電話の番号が記
載されている。

こんな　はがき   が来たら気をつけましょう！

※架空請求はがきの例
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【一般書】
『平城京』	 ／安部龍太郎　著
『燃える水』	 ／河合莞爾　著
『六月の雪』	 ／乃南アサ　著
『おなかがすいたハラペコだ。２
	おかわりもういっぱい』	 ／椎名誠　著
『奥のほそ道』　
		 ／リチャード・フラナガン　著
		 ／渡辺佐智江　訳

◆新着本案内

【児童書】
『岩合光昭の日本犬図鑑』　
	 ／岩合光昭　文・写真
『疾風の女子マネ！』	 ／まはら三桃　著
『おしりどろぼう』	 ／陣崎草子　作
『そうべえときじむなー』
	 ／たじまゆきひこ　作

※�その他の新着本については、市立図
書館ホームページをご覧ください  
　http://www01.ufinity.jp/nakalib/

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

図書館カレンダー

8 月
August

５日、19日
　　午後２時～  
	16 日	
　　午前 10 時 30 分～
４日、24日
　　午後３時～

おはなし会

休館日 11日　午後 1時30 分～映画会
※��休館中に本を返却する場合は、正面玄関左側壁面にあるブックポストへ投函し
てください。ただし、CD/DVDは破損する恐れがあるため、開館後にカウンター
で返却してください

市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い

る
疑
問
や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

Ｑ

Ａ
＆

 

Ｑ

 

Ａ
　

寄
附
と
な
る
た
め
、
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

　

債
務
の
履
行
と
認
め
ら
れ
な
い
支
出
や
物
品
の
無
償
提
供
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
寄
附
と
な
る
た
め
、
政
治
家
（
現
職
の
政
治
家
や
候
補
者
、
こ
れ
か
ら

立
候
補
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
）
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

　

寄
附
は
現
金
に
限
り
ま
せ
ん
。
花
輪
、記
念
の
置
物
、時
計
、ト
ロ
フ
ィ
ー

な
ど
多
少
で
も
金
銭
的
価
値
の
あ
る
も
の
を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
は
、
寄

附
に
当
た
り
ま
す
。

選
挙
区
内
の
政
治
家
を
町
内
会
の
お
祭
り
に
招
待
し
た
と
こ
ろ
、

「
手
ぶ
ら
で
は
行
け
な
い
」
と
言
っ
て
、
清
酒
１
升
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。
受
け
取
れ
ま
す
か
。

　

政
治
家
に
寸
志
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
質
問
の
場
合
は
、
政

治
家
に
対
す
る
寄
附
の
要
求
に
な
り
ま
す
の
で
、
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

会
費
が
必
要
な
場
合
は
、
実
費
相
当
額
の
会
費
が
必
要
な
旨
を
明
示
し
て

案
内
し
、
明
示
し
た
会
費
だ
け
を
受
け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

会
費
を
徴
収
し
な
い
場
合
は
、
何
も
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
は
っ
き
り
伝
え

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、お
祭
り
に
お
け
る
食
券（
チ
ケ
ッ
ト
）に
対
す
る
支
払
い
は
、通
常
、

一
般
の
か
た
が
た
の
購
入
額
と
比
べ
て
特
別
高
額
で
な
い
限
り
、
債
務
の
履

行
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
政
治
家
で
も
で
き
ま
す
。

 

Ｑ
選
挙
区
内
の
政
治
家
を
町
内
会
の
お
祭
り
に
招
待
し
た
と
こ
ろ
、

手
ぶ
ら
で
来
た
の
で
「
寸
志
く
ら
い
出
し
て
よ
」
と
言
い
た
い
の

で
す
が
。

 

Ａ

◆夏休み！おはなし会
　読み聞かせユニット「ゆうくん
とマットさん」と児童サービスボ
ランティアによるおはなし会をお
こないます。
期日　８月４日（土）
時間・場所
○�ゆうくんとマットさんによるお
はなし会
　午後２時～２時 30分
　市立図書館　２階会議室
○�ボランティアによる朗読会
　（怖い話）
　午後３時～３時 30分
　市立図書館　エントランス

◆夏休み！理科実験教室
　那珂核融合研究所による理科実
験教室をおこないます。実験を体
験してみませんか。
期日　８月７日（火）
時間　午前の部　午前10時～正午
　　　午後の部　午後１時～３時
場所　市立図書館　２階会議室
内容　液体窒素を使った実験
対象　主に小学生

※�ともに申込みは不要です。直接会場までお越しください。時間内であれば
自由に参加できます

市立図書館だより ☎３５２－１１７７
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虫
歯
で
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
言

う
か
た
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違

い
で
、
虫
歯
の
菌
が
多
く
な
り
、
ほ

か
の
健
康
な
乳
歯
や
生
え
て
き
た
永

久
歯
も
虫
歯
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
虫
歯
に
な
る
こ
と
で
、
歯

の
位
置
が
ず
れ
、
歯
並
び
が
悪
く
な

る
原
因
の
１
つ
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
虫

歯
や
歯
槽
の
う
漏
に
な
り
や
す
い
口

の
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

低
年
齢
の
時
期
の
歯
は
未
熟
で
柔

ら
か
く
、
虫
歯
の
リ
ス
ク
が
高
い
時

期
で
す
の
で
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
定

期
的
に
歯
科
医
院
で
検
診
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

歯
科
検
診
の
と
き
に
は
、
虫
歯
が
な

く
、
歯
も
き
れ
い
な
状
態
に
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

～秋田県横手市から参りました～　

髙橋の「なかなかいい」那珂暮らし③

　横手市山
さ ん な い

内地区には、樹齢 1200 年を超える巨木
「筏

いかだ

の大杉」があります。これは高さ 43 ｍ、胴回り
12 ｍもあり、秋田県指定天然記念物になっていて、
昔から授乳にご利益のある神木として親しまれていま
す。また、江戸時代後期の旅行家で博物学者の菅江真
澄もこの地を訪れ、筏の大杉に関する記述を残してい
ます。
　那珂市に来て３か月。どうやら那珂市には「杉」と
いう地名があり、この那珂市一帯では江戸時代から杉
の苗木を育てている農家さんがいるということを聞き
ました。そして、ここで育てられた杉の苗は、全国各
地へ出荷されているということを知りました。また、
直近の資料ですが、平成 28年度に茨城県全体として約
48万 9,000 本の杉の苗を生産しているようです。最近
では花粉が１％しか飛散しないという杉も開発されて
いるとのことで、時代とともに杉の木の品種も変化し
ているようです。もう今年の花粉の時期は過ぎました
が、花粉症のかたには朗報ですね。杉にもこのような
品種改良がなされていることを初めて知りました。
　ちなみに県のシンボルとして秋田県の木は「秋田杉」
が選定されているのですが、もしかしたら秋田にある

杉のルーツも那珂市にその一端があるのかもしれませ
んね。
　杉の苗というのは、播

は

種してから苗として出荷する
まで３年ほどかかるということで、それまでにいろん
な手間ヒマがかかっていると聞きました。それこそ手
塩にかけた我が子のような気持ちで杉の苗を全国に送
り出していることでしょう。

　　　　　　健康推進課健康増進グループ
　　　　　　（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
　　　　　　☎２７０－８０７１

みんなの健康 問い合わせ

　

学
校
で
は
、
新
学
期
に
な
る
と
夏

前
ま
で
に
歯
科
検
診
が
あ
り
ま
す

が
、
昨
今
の
検
診
結
果
を
み
る
と
、

二
極
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
し
っ
か
り
歯

磨
き
を
し
て
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う

に
ケ
ア
を
し
、
虫
歯
の
治
療
を
し
て

い
る
子
と
、
全
く
治
療
を
せ
ず
放
置

さ
れ
、
か
な
り
の
数
の
虫
歯
が
あ
る

子
で
す
。

　

子
ど
も
の
虫
歯
は
、
親
の
責
任
で

す
。子
ど
も
が
自
分
で
歯
磨
き
を
し
、

虫
歯
が
あ
る
の
か
確
認
を
す
る
こ
と

は
困
難
な
の
で
、
ぜ
ひ
定
期
的
に
歯

科
医
院
に
通
院
し
、
あ
る
程
度
自
分

で
歯
磨
き
が
で
き
る
年
齢
ま
で
は
、

家
族
で
協
力
し
て
歯
磨
き
の
確
認
や

予
防
処
置
、
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
検
診
の
目
的
は
、
子
ど
も
の

健
康
の
た
め
、
虫
歯
や
口
の
中
が
不

潔
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
歯
並
び
・

か
み
合
わ
せ
・
あ
ご
の
異
常
が
な
い

か
な
ど
の
確
認
、
治
療
の
勧
告
や
統

計
の
役
割
と
、
子
ど
も
へ
の
無
関
心

を
な
く
す
こ
と
で
す
。

　

放
置
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
口
の

中
は
か
な
り
ひ
ど
い
場
合
が
多
い
で

す
。「
乳
歯
は
い
ず
れ
抜
け
る
か
ら

学
童
期
の
虫
歯
に
つ
い
て

あ
く
つ
歯
科
医
院
院
長　

圷
宏
唯　

先
生

～歯のお話～

　筏の大杉は那珂市から
来たものではないのかも
しれませんが、これから
も那珂市と横手市がこの
大木のように末永く友好
都市であり続け、大きく
成長していってほしいも
のです。

▲筏の大杉



　皆さんこんにちは。友好都市とのさらなる親睦
ぼく

を深め
るため、秋田県横手市に現在派遣されている櫛田亮太で
す。
　私は「教育指導課」という教育現場に直結している部
署に配属されましたので、皆さんに「横手市における教
育の魅力」を発信していきます。
　第２回テーマは「よこてＢＯＥチャンネル」です。よ
こてＢＯＥチャンネルと聞いて「ああ！あのラジオ番組
か！」と思ったかたは、教育通のかたか、よほどのラジ
オ好きなかたかと思います。「よこてＢＯＥチャンネル」
とは、学校教育をメインとした横手市教育委員会の取り
組みを発信するＦＭラジオ番組です。
　月に２回放送されるレギュラー番組で、毎回３つのコ
ーナーを主軸に構成されています。初めは、子どもたち
の元気な歌声が聴ける各学校の校歌紹介コーナー。次は
「この先生って実はどんな人なの？」という先生のプラ

イベートな部分も知ることができる、先生へのインタ
ビューコーナー。そして最後に、コンクールや作品展
などの教育委員会の取り組みや、運動会や学校祭など
の学校の行事を紹介するコーナーになっていて、こち
らは子どもたちの生の声を取り入れながら放送してい
ます。
　このようなラジオ番組を通して、地域のかたがたが
「今」の学校現場を知る良い機会となり、それが学校
との連携・協同化につながっていると感じました。さ
らに、放送されることで、出演者にとっては良い記憶・
思い出となっていることでしょう。
　おわりに、「よこてＢＯＥチャンネル」は「横手か
まくらＦＭ」という、市内の行政情報やイベントなど
身近なお知らせを放送しているコミュニティ放送の１
番組です。「横手かまくらＦＭ」はパソコンがあれば
聴くことができますので、ぜひ聞いてみてください！

～横手だより～
秋田県横手市からお届けします

▲横手市創作子ども歌舞伎

新たなアグリビジネスへの挑戦④
～農産物に付加価値を～

　

儲も
う

か
る
農
業
の
１
つ
と
し
て
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
「
第
一
次
産
業
」
に
、
製
造
業
は
「
第
二
次
産
業
」
に
、
販
売
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
は
「
第
三
次
産
業
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
の
栽
培（
農
業
）か
ら
加
工（
製
造
）、そ
し
て
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
う「
６

次
産
業
」
が
、
市
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

フ
ェ
ル
ミ
エ
那
珂
の
趣
旨
に
賛
同

す
る
農
業
者
、
農
産
品
加
工
業
者
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
産
地
消
協
力
店
と
し

て
飲
食
店
な
ど
で
地
元
農
産
物
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
提
供

す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
６
次
産
業
」
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
新
し
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
内
で
は
そ

の
代
表
が
「
干
し
い
も
」
で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
80
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
農
家
自

ら
が
芋
の
栽
培
か
ら
干
し
い
も
の
加
工
、
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
い
、
今
で
は
、
市
を

代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
干
し
い
も
」も
、最
近
で
は
小
分
け
包
装
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
、

新
た
な
価
値
を
プ
ラ
ス
し
て
、
消
費
者
が
求
め
る
「
商
品
」
と
し
て
の
価
値
を
高
め

た
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

ほ
か
に
も
、
漬
物
や
み
そ
、
豆
腐
な
ど
は
、
消
費
者
が
求
め
る
伝
統
食
や
健
康
を

重
視
し
た
商
品
と
し
て
消
費
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
材
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
近
ご
ろ
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
」
で
す
（
写
真
２
）。
濃
縮
し
た
ト
マ
ト
の
味
わ
い
は
、
汎は
ん

用
性
の
高

い
食
材
と
し
て
、
家
庭
用
や
ギ
フ
ト
用
、
料
理
人
か
ら
も
人
気
の
あ
る
商
品
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
６
次
産
業
化
は
、
農
産
物
に
新
た
な
価
値
を
吹
き
込
む
と
同
時
に

生
産
性
の
効
率
化
に
よ
る
所
得
向
上
を
図
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ェ
ル
ミ
エ
那
珂
で
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
商
品
づ
く
り
を
市
や
県

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を
多
く
の
消
費
者
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

問い合わせ
農政課農業振興グループ
（内線２３５・２３６）

▲高級干しいもＥＰＩＳＯＤＥⅩⅢ

●
付
加
価
値
を
付
け
て
所
得
向
上
を

▲ドライトマト

写真１

写真２

▲科学お楽しみ広場
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消防本部 NEWS
市消防本部　☎２９５－２１１１

�100g 袋　421 円（税込）
200g 袋　756 円（税込）

千葉酒店

住所　         瓜連 560　
電話　         0120－774－750
営業時間　午前９時～午後８時
定休日　     水曜日
                     （お盆前・年末は営業）

千葉酒店

～那珂市特産品ブランド認証品～

　額田の民話「たっつぁい」の中で幸運をもたらす「七運汁」をヒン
トに、７つの「ん（運）」のつく５種類のコーヒー豆（マンデリンなど）
をブレンドして生まれた自家焙

ばい

煎
せ ん

コーヒーです。
　店主の千葉さんは、日本酒が並ぶ店内にある焙煎機でゆっくりと時
間をかけて生豆を焙煎します。心掛けていることは、常に新鮮な状態
の商品を提供すること。店頭で販売されるコーヒー豆は、３日以内に
焙煎されたもので、その味や香りは格別だそうです。
　また、前日までの予約制で好みに合わせた焙煎サービスもしてい
ます。「酒店のコーヒー」は、コーヒー好きの店主だからこそなせる
「オーダーメイドコーヒー」という個性も持ち合わせています。
　千葉さんは「お声かけいただければ、店内で試飲もできるので、味
のバランスが良く、飲みやすいこのコーヒーを多くのかたに召し上が
っていただきたいです。」と話していました。

七運ブレンドコーヒー

　市水防団は、久慈川水系連
合水防訓練を５月 26 日、常
陸太田市粟原の久慈川左岸河
川敷で実施しました。
　連合水防訓練は、出水期を
前に、水防技術の向上と水防
体制の充実、住民の水防に対

■平成 30 年度久慈川水系連合水防訓練

する理解と協力を深めることにより、洪水による水害
の未然防止や軽減を目的に、国土交通省をはじめ、県
土木部各関係機関のご協力・ご指導をいただき「那珂
市・常陸太田市・日立市・常陸大宮市・東海村」の４
市１村の持ち回りで毎年実施されているものです。今
年は、常陸太田市が当番で訓練を実施しました。
　訓練では「土のうこしらえ」「竹とげ」「木流し」「む
しろ張り」「五徳縫い」「折り返し」「積土のう」「月の輪」
工法を行いました。「竹とげ」工法は、各種水防工法
に使用する竹の先端をとがらせるものです。「木流し」
「むしろ張り」工法は、堤防の川側斜面の深掘れ（洗掘）
の進行を抑える工法で、投入した樹木の抵抗力やむし
ろ（現在はブルーシートなどを使用）に骨組み材や重
し土のうを取り付けた状態で河川に投入し、直接堤防

を保護するものです。「五徳縫い」「折り返し」工法
は、堤防の天端や裏側に亀裂が生じた場合に竹の弾
力性を利用し、亀

きれつ

裂の拡大を防ぐものです。「月の輪」
工法は、堤防から漏水している場合、漏水箇所周辺
に土のうを月の輪状に積み上
げ水深を保つことにより、川
側との水位差を小さくし、漏
水量の増加を抑え、堤防内部
の土砂流出による決壊を防止
するものです。
　市水防団は、今回の水防訓
練をはじめ、水害から市民を守るために日々努力を
重ねています。

◎水防団・水防団員とは
　市では、河川の水害防止を目的として、消防団が
水防団を兼ねており、水害発生時には水防団員とし
て活動しています。水防団員は、水防団長の指揮の
下、大雨や台風発生時に河川沿岸のパトロールなど
を行うほか、河川はん濫の恐れがあるときは、消防
職員とともに土のう積み作業などに当たります。

▲土のうこしらえ

▲竹とげ
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【�日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○�校庭・園庭などの屋外での活動後は、手や顔を洗い、うがいをする。
○�土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合は、うがいをする。
○�登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○�土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

担当課および測定場所 測定値 測定日

学校教育課

横堀小学校 0.055 ６月７日
額田小学校 0.081 ６月11日
菅谷小学校 0.058 ６月５日
菅谷東小学校 0.063 ６月６日
菅谷西小学校 0.053 ６月６日
五台小学校 0.055 ６月１日
芳野小学校 0.039 ６月11日
木崎小学校 0.041 ６月５日
瓜連小学校 0.076 ６月５日
横堀幼稚園 0.052 ６月７日
菅谷幼稚園 0.053 ６月７日
菅谷西幼稚園 0.082 ６月５日
五台幼稚園 0.068 ６月５日
芳野幼稚園 0.052 ６月５日
那珂第一中学校 0.054 ６月６日
那珂第二中学校 0.051 ６月６日
那珂第三中学校 0.038 ６月５日
那珂第四中学校 0.034 ６月６日
瓜連中学校 0.056 ６月５日
茨城学園 0.048 ６月５日
ナザレ幼稚園 0.045 ６月７日
さいせい幼稚園 0.068 ６月７日
大成学園幼稚園 0.072 ６月７日
旧本米崎小学校 0.080 ６月７日

担当課および測定場所 測定値 測定日
健康推進課 保健センター（ひだまり） 0.078 ６月５日

生涯学習課

市中央公民館 0.073 ６月１日
市立図書館 0.075 ６月１日
那珂総合公園 0.096 ６月５日
歴史民俗資料館 0.078 ６月３日
ふれあいの杜公園 0.081 ６月５日

市民協働課

ふれあいセンターよこぼり 0.078 ６月13日
ふれあいセンターごだい 0.074 ６月13日
ふれあいセンターよしの 0.073 ６月13日
総合センターらぽーる 0.104 ６月13日
戸多地区交流センター 0.059 ６月13日

那珂聖苑 那珂聖苑 0.073 ５月21日

都市計画課
中谷原公園 0.061 ６月４日
宮の池公園 0.079 ６月４日

商工観光課
一の関ため池親水公園 0.064 ６月12日
静峰ふるさと公園 0.070 ６月12日

○小・中学校、幼稚園

○保育所（園）など

○公共施設

問市役所	 ☎ 298 － 1111　
学校教育課		  内線 8274  
健康推進課		  内線 531
生涯学習課		  内線 8282
市民協働課		  内線 263
都市計画課		  内線 355
商工観光課		  内線 243
こども課		  内線 252
水道課		  内線 8365　
那珂聖苑	 ☎ 352 － 0073
学校給食センター	 ☎ 298 － 1102

市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、公共施設、保育所（園）などで放射線量を測定しています。また、市ホームページ
にも掲載しています。

担当課および測定場所 測定値 測定日

こども課

菅谷保育所 0.071 ６月４日
瓜連保育園 0.072 ６月１日
ゆたか保育園 0.088 ６月１日
かしま台保育園 0.062 ６月５日
ごだい保育園 0.069 ６月４日
大成学園額田保育園 0.043 ６月１日
地域子育て支援センター 0.065 ６月５日

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小・中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から50㎝の高さでの測定値で、  公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準（0.23 マイクロシーベルト／時間）を下回っています。

　学校給食センターで調理されている給食食材は、毎日放射性物質の測
定を行い、基準値を超えていない食材のみを使用しています。

◆学校給食食材の放射性物質測定検査について

　５月15日から６月14日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放
射性物質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

●水道水の環境放射能水準調査結果
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戸
崎
地
区
で
は
「
戸
崎
地
区
子

ど
も
を
守
ろ
う
会
」
が
登
下
校
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
通
学
路

の
草
払
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
地
区
の
諸
行
事
な
ど

の
担
い
手
集
団
と
し
て
発
足
し
た

「
戸
崎
応
援
会
」（
会
員
31
人
）
が

草
払
い
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
第

１
回
目
と
し
て
６
月
３
日
早
朝
か

ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の
作
業

が
、行
政
に
頼
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
地
区
住
民
の
団
体
に
移
行
さ

れ
、
継
続
さ
れ
た
こ
と
に
地
区
住

民
は
感
謝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

戸
崎
応
援
会
が
通
学
路
の
草
払
い

　

６
月
14
日
、
ふ
れ
あ
い
の
杜
公

園
で
「
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
「
い
ば
ら
き
ね
ん

り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
予
選
会

も
兼
ね
て
お
り
、
当
日
は
ク
ロ
ッ

ケ
ー
・
ペ
タ
ン
ク
・
輪
投
げ
の
3

種
目
の
競
技
で
、
真
剣
勝
負
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
か
た
が
た
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
区
の
参
加
者
と
交
流
し

な
が
ら
、
い
き
い
き
と
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
た「
第
41
回
お

ら
が
茨
城
の
唄
民
謡
大
会
」で
総
合

優
勝
を
果
た
し
た
富
山
邦
男
さ
ん

（
東
木
倉
）が
、
そ
の
報
告
の
た
め

市
役
所
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
山
さ
ん
は
、
昨
年
出
場
時
に

は
準
優
勝
だ
っ
た
高
年
二
部
で
優

勝
す
る
と
、
そ
の
後
の
各
部
門
優

勝
者
に
よ
る
総
合
優
勝
決
定
戦
で

も
優
勝
。
見
事
県
知
事
賞
を
受
賞

し
「
地
元
開
催
の
大
会
で
念
願
の

優
勝
を
果
た
せ
た
こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

民
謡
大
会
で
総
合
優
勝

　

６
月
２
日
、市
中
央
公
民
館
で
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
総
会
終

了
後
に
「
明
治
１
５
０
年
記
念
男ひ
と

と
女ひ
と

輝
い
て
生
き
る
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

年
の
節
目
の
年
に
当
た
る
た
め
、

明
治
期
に
活
躍
し
た
女
性
に
注
目

し
、
茨
城
女
子
短
期
大
学
の
小
野

孝
尚
学
長
に
「
幼
児
・
女
子
教
育

の
先
達
豊
田
芙
雄
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
明
治
の
精
神
や
日

本
の
強
み
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

男ひ
と

と
女ひ
と

　
輝
い
て
生
き
る
講
演
会

い
き
い
き
真
剣
勝
負
！

まちの話題
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那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
初
出
荷

　

５
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
常
陸
那
珂
地

区
南
瓜
生
産
部
会
と
Ｊ
Ａ
常
陸
那

珂
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
の
初
出
荷
を

前
に
、
海
野
市
長
へ
Ｐ
Ｒ
の
た
め

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
機
栽
培
で
完
熟
さ
せ
て
か
ら

収
穫
す
る
那
珂
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
ホ

ク
ホ
ク
し
た
食
感
と
濃
厚
な
甘
さ
、

色
・
つ
や
な
ど
の
美
し
さ
が
特
徴

で
す
。
し
か
し
、
見
た
目
が
あ
ま

り
良
く
な
さ
そ
う
に
見
え
る
も
の

で
も
味
は
変
わ
ら
ず
お
い
し
い
の

だ
と
か
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

５
月
26
日
、
青
遙
学
園
横
堀
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、晴
天
の
下
、

横
堀
学
区
幼
・
小
・
市
民
合
同
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
市
立
幼
稚
園
が
統
合

さ
れ
る
た
め
、
横
堀
幼
稚
園
と
し

て
の
参
加
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

園
児
た
ち
は
ダ
ン
ス
の
際
に
、
大

き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
パ
ネ
ル
を
持
っ

て
入
場
す
る
と
、
会
場
の
皆
さ
ん

に「
47
ね
ん
あ
り
が
と
う
よ
こ
ぼ

り
よ
う
ち
え
ん
」と
感
謝
の
気
持

ち
を
大
き
な
声
で
伝
え
ま
し
た
。

横
堀
幼
稚
園
最
後
の
運
動
会

　

6
月
6
日
、
毎
年
恒
例
の
姉
妹

都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー

州
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
交
換
交

流
事
業
が
今
年
も
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
先
立
ち
、
わ
か
す
ぎ
学
園
第

四
中
学
校
で
、
参
加
す
る
市
内
生

徒
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
参
加
生
徒

お
よ
び
保
護
者
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
事
前
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
生
徒
は
、
お
互
い
の
ペ
ア
と

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
緊

張
し
な
が
ら
も
笑
顔
で
交
流
し
て

い
ま
し
た
。　

テ
レ
ビ
電
話
で
事
前
交
流

消
防
士
た
ち
に
興
味
津
々

　

６
月
13
日
、
緑
桜
学
園
芳
野
小

学
校
児
童
が
東
消
防
署
で
消
防
施

設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。　

　

消
防
車
の
見
学
中
に
消
火
活
動

で
使
用
す
る
道
具
を
手
に
持
つ
と

そ
の
重
さ
に
驚
い
た
様
子
を
見

せ
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
迫
力
あ
る

訓
練
を
見
た
と
き
に
は
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。
職
員
へ
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
「
消
防
車
は
な
ぜ

赤
い
の
？
」「
通
報
か
ら
出
動
ま

で
の
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
？
」
な

ど
普
段
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
話

に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

まちの話題
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人の動き

 ※（　 ）内は前月比
　男	 27,061 人	 （＋   16）
　女	 28,022 人	 （＋   13）
　計	 55,083 人	 （＋   29）
世帯数	 22,605 世帯	 （＋   23）

○出生	 37 人
○死亡	 49 人

（５月１日～ 31 日）

那珂市の人口（６月 1 日現在）

国保ミニ情報
○那珂市国保の加入者数	 13,521 人
　（平成 30 年５月末現在・
	 前月比 31 人減）
○那珂市国保が医療費の一部として
　支払った金額	 ３億 3,717 万円
　（平成 30 年５月・
	 前月比 4,381 万円増）
※�皆さんの日ごろの健康づくり、病気

予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

切手・テレカボランティア
ポピー	 32,760 円
盆苦楽会	 6,674 円   

５月 15 日～６月 14 日（敬称略）

※�善意銀行の寄付は、市社会福祉協
議会でお受けしています

☎ 229 － 0309

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

○火災件数
	 ０件	 （本年累計 10 件）
○救急出場件数
	 185 件	 （本年累計 933 件）
※�こまめに水分を補給し、熱中症に

注意しましょう
問い合わせ／市消防本部 
☎ 295 － 2111

★火災・救急の状況★  
（平成 30 年５月 31 日現在）

★事件・事故の発生状況★
（平成 30 年５月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故	 91 件
　負傷者	 111 人
　死者	 1 人
※�暗くなる前から反射材を身に付け

ましょう！
○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数	 159 件
　　うち　住宅侵入窃盗	 21 件
　　　　　自動車盗	 4 件
　　　　　車上ねらい	 13 件
※�防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎ 352 － 0110

★ 今月の納税★

○固定資産税・都市計画税	 ２期
○国民健康保険税（普通徴収）	 １期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）
	 １期

納期限：７月 31 日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な口
座振替制度がありますので、どうぞ
ご利用ください。詳細については、
お問い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎ 298 － 1111　内線 173・174

「那珂ふるさと大使」に委嘱

鈴木　淳さん
（千葉県在住）

国土交通省国土政策局総合計画課
企画専門官

　６月１日付けでふるさと大使に就
任されました。
　鈴木さんは後台出身で、現在は国
土交通省に勤務されています。また
現在に至るまでは、港湾、河川、船
舶、国土計画、建設行政、国際政策
を経験したほか、国際協力機構に勤
務し、アジア各国だけでなく、アフ
リカや中東・中米に渡航して国際協
力に携わるなど、幅広い経験をお持
ちです。海外で培った経験や知識が
市の国際交流事業の推進に資するも
のと期待しています。
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InformationInformation
●市の暮らし情報

  ８月の休日当番医

那
珂
市
民
憲
章

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

法律相談

日時／８月７日（火）
　　　午後１時～５時
場所／市役所（本庁）１階相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／�電話または窓口で予約

してください。
費用／無料（相談時間１回 20分）
その他／�同じ事案について再度の

相談はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

可燃ごみの出し方について

　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、１度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
※�ごみ出しのルールが守られていない
ごみは収集できません
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／必ず氏名をフルネー
ムで記入してください。
問い合わせ／環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

有害ごみの出し方について

　有害ごみの電池・電球・体温計（水
銀入り）については、それぞれ回収業
者が異なるため、別々に袋詰めして排
出してください。
�問い合わせ／
環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

●市役所の電話番号
　☎ 298 － 1111（代表）

●ホームページURL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
　�市では「広報なか」のほかに「おしら
せ版」（月２回）を発行しています。こ
のコーナーではその一部を掲載して
いますが「おしらせ版」も併せてご覧
ください。

	 5 日 鈴木呼吸器科内科	 （中台）
		  ☎ 353 － 2811
11 日 小豆畑病院	 （菅谷）
		  ☎ 295 － 2611
12 日 西山堂慶和病院	 （鴻巣）
		  ☎ 295 － 5121
19 日 瓜連慶友整形外科	 （古徳）
		  ☎ 296 ー 1116
26 日 小宅内科医院	 （菅谷）
		  ☎ 298 ー 0050
■診療時間／午前９時～ 11時 30 分
※�受診の際、必ず当該医療機関へ電
話でお問い合わせください
※�診療時間外は茨城県救急医療情報コ
ントロールセンター（☎241－ 4199）
または市消防本部（☎295－2111）へ
お問い合わせください
※ �119 番は市消防本部ではなく、いば
らき消防指令センターにつながりま
す。119 番は「緊急事態」のための
電話です。安易な利用は避け、適正
利用にご協力ください

お詫びと訂正
　広報なか６月号（№ 161）
９ページに掲載しました「平
成 29 年度下半期那珂市の財
政事情」の「◆市有財産現在
高」の表の一部に誤りがあり
ました。お詫びして次のとお
り訂正します。

区分 平成 29 年
9月 30 日現在

平成 30 年
3月 31 日現在 増減

土地 1,782,416㎡ 1,797,282㎡ 14,866㎡

区分 平成 29 年
9月 30 日現在

平成 30 年
3月 31 日現在 増減

土地 1,782,416㎡ 1,797,599㎡ 15,183㎡

【正】

【誤】



①�さばの水煮缶の汁をきり、万能ねぎは小口切りにし、しょうがはすり
おろす。
�②�大根をすりおろし、軽く水気をきっておく。
�③�ボールに①とおからと桜えびを合わせ、溶いた卵とＡを加えて混ぜ合
わせ、8等分にして小判型に整える。�
④�熱したフライパンにごま油をしいて焼く。
⑤④を皿に盛り、②で作った大根おろしを添え、しょうゆをかける。

■作り方

■１人分（160kcal ／塩分 1.5g）

さば缶の和風
ハンバーグ

ヘルスメイトさんが作る健康料理  154

■�コメント
　魚が苦手でも、子どもからご年配
のかたまでおいしくいただける缶詰
を使った簡単料理です。おからの代
わりに水切りした豆腐を使っても良
いです。

今月のヘルスメイトさん

那珂市食生活改善推進員
協議会
高齢食部会の皆さん

■材料（４人分）
さばの水煮缶････････ 100g
万能ねぎ･････････５～ 6本
しょうが･･････････１/ ２片
大根･････････････････200g
おから･･････････････ 200g
桜えび･･･････････ 大さじ２

　　 片栗粉･･･････ 大さじ２
　　 酒･･･････････ 小さじ１
　　 塩･･･････････････ 少々
　　 しょうゆ･････ 小さじ１
卵････････････････１/ ２個
ごま油･･･････････ 大さじ１
しょうゆ･････････ 小さじ２

Ａ

長
市

ム
ラ

コ

Cook

台
地
区
４
、
戸
多
地
区
４
、
芳
野
地
区

２
、
木
崎
地
区
14
、
瓜
連
地
区
４
）。

　

私
の
住
む
、
北
酒
出
地
区
に
も
目
視

で
き
る
古
墳
が
４
か
所
あ
り
、
そ
の
中

で
も
「
ひ
ょ
う
た
ん
塚
」
と
呼
ば
れ
る

前
方
後
円
墳
に
は
埋
蔵
金
伝
説
が
あ
り

ま
す
。「
朝
日
さ
し
、
夕
日
輝
く
木
の

も
と
に
、
黄
金
千
枚
漆
千
杯
」
と
い
う

古
歌
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
ロ
マ
ン
多
き
地
域
で
育
つ
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
お
城
ブ
ー
ム
が
白
熱
化

し
、
額
田
城
跡
や
南
酒
出
城
跡
に
は
マ

ニ
ア
の
か
た
の
探
訪
が
多
く
見
ら
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、こ
う
し
た
情
勢
に
応
じ
て
、

県
教
育
委
員
会
が
県
内
に
あ
る
城
館
跡

約
８
０
０
か
所
を
、
５
年
か
け
て
報
告

書
に
ま
と
め
る
旨
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
な
お
、
市
に
は
52
の
城
館
跡
が

あ
り
ま
す
（
神
崎
５
、
額
田
３
、
菅
谷

18

、
五
台
２
、
戸
多
６
、
芳
野
10
、
木

崎
５
、
瓜
連
３
）。

　

こ
う
し
た
文
化
財
に
目
を
向
け
な
が

ら
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
民
俗

資
料
館
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
と

詳
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
足
元
の
ロ
マ
ン
を
探
訪

し
ま
せ
ん
か
。

       

那
珂
市
長　
　

海
野　

徹

　

現
在
、
那
珂
市
の
国
道
１
１
８
号
線

に
接
続
す
る
下
大
賀
地
区
に
お
い
て
、

国
道
の
拡
幅
改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
工
事
区
域
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
月
に
は
、
新
聞
な
ど
に
お
い
て
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た
に
６
世
紀
後

半
の
有
力
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
古
墳

が
発
見
さ
れ
、
切
り
石
で
覆
わ
れ
た
横

穴
式
石
室
に
は
、
埋
葬
者
の
人
骨
や
、

ま
が
玉
１
点
・
鉄
の
直
刀
３
振
り
が
納

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
「
下
大
賀
遺
跡
」
と
呼

ば
れ
、
久
慈
川
の
支
流
・
玉
川
右
岸
の

標
高
42
ｍ
の
台
地
に
あ
り
、
旧
石
器
時

代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
付
近
か
ら
は
、
以
前
の
発
掘
で

弥
生
時
代
の
土
器
や
墨
書
土
器
の
破

片
、
竪
穴
建
物
跡
な
ど
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　

市
内
に
は
確
認
で
き
る
古
墳
群
と
し

て
、
43
か
所
が
あ
り
ま
す
（
神
崎
地
区

５
、
額
田
地
区
８
、
菅
谷
地
区
２
、五

足
元
の
ロ
マ
ン
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【短　歌】那珂短歌会 片岡明選

一
人
旅
秘
か
に
期
待
ハ
プ
ニ
ン
グ	

岡
部
　
久
美
子

同
じ
歳
同
じ
名
前
が
訃
報
欄	

岡

村

恆

子

こ
の
人
と
一
緒
に
な
れ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ	

草

野
　

豊

庭
先
に
キ
ジ
が
ウ
ロ
ウ
ロ
姿
見
せ	

久
保
田
　
悦
子

ど
ち
ら
さ
ま
母
に
こ
や
か
に
惚
け
始
め	

小
森
　
友
子

お
砂
糖
と
塩
を
間
違
え
新
メ
ニ
ュ
ー	

佐
藤
　
な
み
子

バ
ス
の
旅
ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ
て
泣
く
幹
事	

沢
　
美
寿
々

家
出
し
た
猫
が
五
匹
の
子
猫
連
れ	

清
水
　
慶
子

元
カ
レ
の
名
入
り
野
菜
が
道
の
駅	

田
尻
　
美
代
子

突
風
が
美
女
の
美
脚
を
チ
ラ
リ
見
せ	

冨
田
　
道
夫

観
光
地
サ
ル
に
弁
当
さ
ら
わ
れ
る	

横
須
賀
　
千
恵
子

き
の
こ
狩
り
突
如
顔
出
す
長
い
蛇	

山
川
　
英
克

鍵
が
無
い
玄
関
先
で
青
ざ
め
る	

高
橋
　
昌
也

【川　柳】那珂川柳会 高橋昌也選

桐
の
花
咲
き
て
紫
香
り
く
る
奥
飛
騨
晴
れ
て
風
の
渡
れ
り	

小
宅
　
　
進

行
き
ず
り
の
吾
に
媼
は
嫁
の
愚
痴
さ
ん
ざ
ぶ
ち
ま
け
笑
顔
で
帰
る	

大
森  

勝
代

定
植
を
終
え
た
る
も
つ
て
の
ほ
か
の
香
の
指
よ
り
た
て
る
今
宵
の
風
呂
に	

加
藤
　
　
要

小
鳥
鳴
く
湖
畔
の
桜
は
揺
れ
止
ま
ず
春
風
に
水
面
の
睡
蓮
も
光
る	

大
森
　
　
満

口
数
の
少
な
い
次
女
が「
ご
飯
よ
」と
声
か
け
て
ゆ
く
戸
の
隙
間
か
ら	

小
野
瀬
　
壽

布
ば
り
の
椅
子
に
我
が
身
を
ゆ
っ
た
り
と
し
ず
め
て
録
画
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ	

塙
　
　
紀
子

大
酒
は
体
に
悪
い
と
知
り
な
が
ら
暖
簾
潜
り
て
今
日
も
ま
た
飲
む	

小
宅
　
　
進

ゆ
き
さ
ん
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
夜
景
見
て「
あ
の
空
襲
の
夜
の
よ
う
」と
い
う	

小
野
瀬
　
壽

立
ち
上
が
り
背
伸
び
を
し
た
る
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
は
夕
べ
の
風
に
飛
び
た
つ	

大
森
　
　
満

【
父
を
恋
う
歌
・
夫
を
恋
う
歌
】	

○
父
の
日
に
記
憶
を
ひ
た
に
た
ぐ
り
よ
せ
追
想
す
れ
ど
も
面
影
薄
し	

大
森  

勝
代

○
替
え
芯
を
入
れ
し
パ
ー
カ
ー
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
夫
の
遺
品
は
わ
が
手
に
な
じ
む	

塙
　
　
紀
子

課
題
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
」

広報なか 7月号29

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた

かたの氏名などを掲載していますが、

不正使用や目的外使用防止の観点から、

ホームページ上での掲載はいたしません

のでご了承ください。
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さ
わ
や
かさ
ん

は
じ
め
て
の
た
ん
じ
ょ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

154

元気いっぱいに育ってね！

大山稜
りょうた

太くん

父・直純さん　母・絵里奈さん（福田）

５/９
生まれ

元気にすくすく育ってね！

田口絢
け ん と

斗くん

父・裕蔵さん　母・奈津美さん（瓜連）

５/21
生まれ

［12か月健診時に掲載者の抽選を行っています。］

神星
き ら ら

花ちゃん

父・文明さん　母・昌代さん（津田）

５/11
生まれ

笑顔のかわいい子になってね

よ
り
良
い
自
分
に
な
る
た
め
に

東
谷
　
郁
夢 

さ
ん
（
20
歳
）

　
私
は
現
在
、
茨
城
大
学
工
学
部
の
学
生
で
、

社
会
勉
強
も
兼
ね
て
地
元
の
学
童
保
育
施
設

で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
普
段
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
が
少
な
い
私

は
、
仕
事
を
始
め
た
最
初
の
こ
ろ
、
子
ど
も

た
ち
と
の
距
離
が
わ
か
ら
ず
不
安
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
か
た
が
た
が
優
し
く
支
え
て
く
れ
た
お

か
げ
で
、
今
で
は
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

　
工
学
部
の
学
生
と
い
う
立
場
を
い
か
し
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

勉
強
を
し
た
り
、
宿
題
の
わ
か
ら
な
い
と
こ

菅
谷

ろ
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
単

な
日
常
英
語
を
遊
び
を
交
え
な
が
ら
授
業
形

式
で
教
え
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
が
あ

り
そ
う
な
理
科
や
社
会
の
話
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
は
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
良

い
と
こ
ろ
も
見
え
て
き
た
り
し
て
、
興
味
を

惹ひ

か
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
私
に
は
未
熟
な
部
分
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
貴
重
な
経
験
を
重

ね
、
将
来
は
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人

間
に
な
り
た
い
で
す
。


